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(池野､1994)がいるという恵まれた条件にある｡ そ して､わたしたちは､そのFDはこの試みのとお り､個々の教員
の自省を中心として進められなければならない､との確信を持っている｡ では､この試みを､先の条件を生か して､
蹟蹄無 く組織化 していけばよいのか｡そ うではないはずである*｡｢自省｣を ｢組織化｣するという矛盾､もしくは､


























教育課程 (plan)-教授法 (do)-教育評価 (see)のサイクル全体を内部から組織的に自己生成 してい く営
み､そのものがFD
･FDを組織化するレベル
大学 (正確には個々の教育 ･研究のフィール ド)とそれを管理する機構 という2つの装置がそれぞれに存在す
る問題｡求められているFD像も大きく言って2つあ り､管理する側に取 り込まれる形での中間型 として 3つ
とも言える｡
ミクロレベルでの循環を上位にあげていく時の ｢当事者意識｣の喪失
巨大かつ複雑な管理運営システム-の諦観
･FDからSDへ 誰がFDに参加するのか
教授団､教育一般､若手教員､事務職員､大学補佐職､学生
･FDをマネージメン トしていくこと
比較相対化法､システム化法､ ミクロ沈潜化法
3 まとめにかえて
第三者評価機関､独立行政法人化のもとでのFD
～FDはしなければいけない､しかし･･･
｢気持ちよく寝ている人｣をどうするのか｡FD研究､FD実践に同時に携わるわたしたちは､最後まで踏みとどまっ
て､ともに沈没するのか-
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